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文章中の☆の付いた用語は、１5ページの用語解説
「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。
参考に読んでみてください！

撮影：議会事務局

消
防
団
の
第
８
分
団
に
配
備
す
る

た
め
の
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を

購
入
す
る
売
買
契
約
で
す
。

　
　
　
　
　

（
１
１
０
０
万
円
）

主
な
質
疑

Ｑ
　
全
国
的
に
車
両
の
納
入
が
遅
れ

て
い
る
と
聞
く
。
特
殊
な
車
両
だ
が
、

納
期
に
間
に
合
う
の
か
。
間
に
合
わ

な
い
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
納
入
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

納
期
を
最
大
限
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
事
情
で
す
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
決
め
て
い
ま
せ

ん
。採

決　

全
員
賛
成
で
可
決

村
所
有
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
突
風

に
よ
り
飛
ば
さ
れ
、
民
家
の
外
壁

と
雨
戸
を
破
損
さ
せ
た
事
故
に
対

す
る
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
の

報
告
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
大
き
さ
は
。

Ａ
　
縦
２
・
７
m
、
横
２
・
２
m
、
高

さ
２
・
２
m
の
大
き
さ
で
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
に
固
定
し
て
あ
っ
た

の
か
。

Ａ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
イ
プ
の
元
に
杭

を
打
ち
、
針
金
等
で
固
定
し
て
い
ま

し
た
。
針
金
の
固
定
が
緩
か
っ
た
た

め
に
突
風
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決

６月定例会のあらまし ２ ページ～

総務常任委員会報告 ５ ページ

産業建設常任委員会報告 ６ ページ

政策検討委員会報告 ７ ページ

リニア特別委員会報告 ８ ページ

一般質問（９議員） ９ ページ～

自治会役員との懇談会 １３ ページ

リニア残土置き場視察 １４ ページ

用語解説 １５ ページ

事務事業評価 １６ ページ

あとがき １６ ページ

6月定例会　111号

【春日の里】　
　中関地区の有志で設立された「わたり
ぜ会」によって、湯川沢付近の里山を整
備され作られた憩いの場。希少な植物が
植生しています。案内看板が設置されて
いますので、ぜひ現地でご覧ください。

目次

pick up

令
和
４
年
度
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載

車
購
入
事
業
の
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

pick up

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

令
和
４
年
6
月
定
例
会
報
告

　
６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の
31
日
間
の

日
程
で
開
催
し
、
上
程
さ
れ
た
全
12
件
の
案
件
に
つ
い
て
様
々

な
質
疑
や
討
論
を
交
わ
し
審
議
し
ま
し
た
。
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め
ら
れ
て
い
る
。
薪
置
き
場
の
為
の

予
算
は
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に

向
け
て
適
切
に
判
断
さ
れ
た
も
の
だ

と
考
え
る
。

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決

派
遣
職
員
給
与
等
負
担
金
に
つ
い
て

（
６
５
１
万
３
千
円
）

主
な
質
疑

Ｑ
　
清
内
路
で
の
説
明
会
で
、
リ
ニ

ア
対
策
室
長
の
人
事
に
つ
い
て
不
安

や
反
対
の
声
が
聞
か
れ
た
。
な
ぜ
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
か
。

Ａ
　
民
間
か
ら
来
る
こ
と
に
つ
い
て
、

説
明
不
足
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
思
い
は
お
伝
え
で
き
た
と

思
っ
て
は
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
信
頼
関
係
の
回
復
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
等
の
説
明
会
の
後
に
、

住
民
の
声
を
聞
く
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
必
要
な
事
前
協
議
を
す
る
こ
と

な
く
進
め
ら
れ
て
来
た
。
ル
ー
ル
違

反
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
人
事
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、

話
を
せ
ず
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
☆

議
会
全
員
協
議
会
に
、
清
内

路
自
治
会
の
会
議
録
が
実
名
入
り
で

出
さ
れ
た
。
誰
の
指
示
で
な
ぜ
出
さ

れ
た
の
か
。
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

Ａ
　
私
（
村
長
）
が
指
示
し
た
も
の

で
す
。
清
内
路
自
治
会
の
皆
様
に
は

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
責
任

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
　
清
内
路
で
の
懇
談
会
で
、
議
会

へ
の
説
明
と
食
い
違
う
説
明
を
し
て

い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
清
内
路
の
皆

さ
ん
に
ど
う
説
明
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
自
治
会
の
役
員
会
等
で
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

主
な
討
論

反
対
　
清
内
路
か
ら
地
元
を
熟
知
し

た
職
員
か
、
県
の
職
員
を
就
け
て
ほ

し
い
要
望
が
出
て
い
る
。
リ
ニ
ア
工

事
の
直
接
の
地
元
か
ら
の
要
望
は
絶

対
に
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
民

意
を
尊
重
し
反
対
す
る
。

賛
成
　
リ
ニ
ア
の
諸
課
題
を
清
内
路

に
寄
り
添
い
解
決
し
て
い
く
に
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
方
式
の

１
つ
の
☆「
資
産
割
」
を
無
く
す
た

め
の
条
例
の
改
正
で
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

は
、
税
額
は
所
得
の
１
割
に
お
よ
ぶ

と
聞
い
て
い
る
。
他
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
に
比
べ
重
い
負
担
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
基
金
よ
り
補
填
を
す
る
こ
と
は

評
価
で
き
る
。

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

【
歳　
出
】

顧
問
弁
護
士
委
託
料
に
つ
い
て

（
３
０
０
万
円
）

Ｑ　
ど
の
よ
う
な
訴
訟
案
件
か
。

Ａ
　
智
里
西
地
区
の
道
路
の
関
係
と
、

水
道
料
未
納
に
関
す
る
案
件
の
２
件

分
で
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
ど
の
内
容
も
補
正
対
応
す
べ

き
も
の
。

　
弁
護
士
委
託
料
に
関
し
、
一
般
住

民
が
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
案
件

が
あ
る
。
村
が
関
係
し
て
い
る
内
容

も
あ
る
た
め
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
　
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
更

に
原
油
高
、
物
価
高
も
あ
り
住
民
生

活
は
苦
し
い
。
今
補
正
予
算
に
臨
時

給
付
金
の
予
算
が
入
っ
て
い
る
。
一

日
で
も
早
く
住
民
の
と
こ
ろ
に
届
く

よ
う
事
務
処
理
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

賛
成
　
脱
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
今
、
村

で
は
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
求

pick up

阿
智
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

pick up

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

pick up

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て
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早
急
に
専
任
の
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室

長
を
置
く
べ
き
。
村
長
が
責
任
を
持

っ
て
☆

推
挙
す
る
の
で
あ
れ
ば
期
待

し
た
い
と
思
う
。
今
後
は
よ
り
一
層

地
元
に
寄
り
添
い
、
意
見
を
聞
き
リ

ニ
ア
対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
　
説
明
会
で
「
民
間
で
は
困

る
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
民
間
で

あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
が
、
当
事

者
の
気
持
ち
に
立
つ
と
反
対
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

賛
成
　
現
在
兼
任
の
室
長
で
あ
り
、

充
実
し
た
対
応
が
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
要
望
に
あ
る
村
職
員
や
県
職

員
で
は
、
人
事
異
動
も
あ
り
長
い
期

間
勤
め
て
も
ら
え
る
か
わ
か
ら
な
い
。

就
任
前
か
ら
不
適
と
い
う
の
で
は
な

く
、
仕
事
を
す
る
中
で
み
て
い
く
べ

き
と
思
う
。

反
対
　
説
明
会
で
反
対
や
不
安
の
声

が
多
く
あ
り
賛
成
で
き
な
い
。
リ
ニ

ア
整
備
対
策
室
の
強
化
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
が
、
当
事
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
　
Ｊ
Ｒ
が
直
接
個
々
の
お
宅
に

話
を
し
に
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
早
期
に
村
が
窓
口
と
な
り
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
専
任

の
室
長
を
置
く
こ
と
で
、
常
時
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
。
後

へ
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

反
対
　
清
内
路
の
皆
様
は
納
得
し
て

お
ら
ず
、
不
安
の
声
が
多
く
あ
る
。

住
民
と
の
信
頼
回
復
が
で
き
な
い
と

賛
成
で
き
な
い
が
、
リ
ニ
ア
整
備
対

策
室
の
強
化
は
早
急
に
行
う
べ
き
だ

と
思
う
。

反
対
　
清
内
路
の
説
明
会
で
反
対
の

意
見
が
多
数
あ
っ
た
。
反
対
の
意
見

に
対
し
て
対
応
し
て
い
な
い
。
進
め

方
が
良
く
な
か
っ
た
。

反
対
　
対
策
室
長
は
、
な
ぜ
金
融
機

関
で
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。
住

民
に
寄
り
添
っ
て
い
な
い
。

反
対
　
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長
に
専

任
の
職
員
が
就
任
し
、
地
域
住
民
の

立
場
に
立
ち
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と

は
重
要
な
村
政
課
題
だ
と
考
え
る
が
、

先
頭
に
立
つ
者
が
交
流
職
員
で
良
い

の
か
。
清
内
路
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

人
を
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
　

　

賛
成
３
人
反
対
８
人
で
否
決

上程された案件の議決結果
☆専　　決　

条　　例

☆売買契約　

補正予算

請　　願

承　 認

承　 認

可　 決

可　 決

可　 決

可　 決

否　 決

可　 決

阿智村税条例等の一部改正

令和３年度阿智村一般会計補正予算（第10号）

阿智村国民健康保険税条例の一部改正

令和４年度堆肥運搬用トラック購入事業の売買契約の締結

令和４年度消防ポンプ付積載車購入事業の売買契約の締結

令和４年度阿智村一般会計補正予算（第１号）

令和４年度阿智村一般会計補正予算（第２号）

インボイス制度導入後もシルバー人材センターの安定的な事業運営が可能となる
特例措置の実施を求める意見書の提出

ワンポイント！

　今議会で上程された一般会計補正予算（第２号）は、阿智村議会初となる１５日間の☆延会をし、多くの
時間審議してきました。今回は住民、特に清内路の皆さんの理解が得られていないということで否決とし
ました。
　しかし、専任のリニア整備対策室長の就任は、議会はもとより清内路地区の皆さんも望んでいることで
す。清内路に寄り添い、住民の声を聴いてくれる、そんな室長が早期に就任することを心から望んでいます。
また、リニア工事が村民益に繋がるものとなることに期待しています。
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阿
智
村
国
民
保
険
税
条
令
の
一
部
を

改
正
す
る
条
令
の
制
定
に
つ
い
て

　
阿
智
村
の
国
保
税
の
計
算
方
式
は
、

資
産
割
・
平
等
割
・
均
等
割
・
所
得

割
の
四
方
式
で
し
た
。
令
和
９
年
度

ま
で
に
全
県
下
で
計
算
方
式
を
統
一

す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
資
産
割
を

や
め
、
三
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

　
県
へ
の
納
付
金
に
不
足
額
が
生
じ

ま
す
が
、
国
保
会
計
の
基
金
か
ら
補

填
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
加
入
者

の
皆
さ
ま
の
負
担
増
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
委
員
会
と
し
て
は
条
令
の
制
定
は

認
め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

１
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
の
購
入
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
か
ら

公
用
車
運
行
前
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ

ェ
ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
目
視
で
の
確
認
を
し
て
い
ま
す

が
、
１０
月
か
ら
は
器
械
で
の
検
査
が

必
要
に
な
る
た
め
検
知
器
を
購
入
し

ま
す
。

２
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
確
定
申
告
の
結
果
で
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
申
請
不

要
で
給
付
金
を
給
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
給

付
に
係
る
補
正
で
、
全
額
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

３
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
臨
時
給
付
事
業
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
と
現
在
の
物
価
高
へ
の

対
応
と
し
て
、
村
民
一
人
当
た
り
一

律
に
１
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
配

布
す
る
事
業
で
す
。
総
額
６
３
１
８

万
６
千
円
で
、
国
か
ら
の
補
助
金
は

５
７
９
６
万
６
千
円
で
す
が
不
足
分

に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か
ら
５
２
２

万
円
補
填
し
て
行
い
ま
す
。

民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
に
関
す
る

☆

要
綱
に
つ
い
て

　
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
に
よ
り

人
材
育
成
を
目
的
に
取
り
組
む
た
め

の
要
綱
で
す
。

　
す
で
に
阿
智
村
で
も
人
事
交
流
の

か
た
ち
で
職
員
の
研
修
派
遣
や
、
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体

同
士
の
人
事
交
流
は
協
定
書
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
村
で

は
要
綱
は
制
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
関
わ

り
、
村
か
ら
要
綱
の
制
定
を
し
た
い

と
し
て
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
に
限
ら
ず
、
今
後
起
こ
り
う

る
人
事
交
流
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

な
要
綱
に
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け

る
中
で
、
本
村
の
現
状
や
他
の
自
治

体
を
参
考
に
研
究
し
、
今
回
提
案
さ

れ
た
要
綱
を
も
と
に
阿
智
村
ら
し
い

要
綱
に
作
り
上
げ
た
ら
、
と
の
意
見

が
あ
り
、
今
後
の
委
員
会
の
中
で
審

議
し
練
り
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
事
業

運
営
が
可
能
と
な
る
特

例
措
置
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
高

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
的

団
体
で
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
医

療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
等
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
年
間
の
売
り
上
げ

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
は

消
費
税
の
免
税
業
者
と
し
て
扱
わ
れ

て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
一
人
一
人
が
免
税
の
個
人
事

業
者
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
さ
れ
る
と
、
現
状
で
は
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
セ
ン
タ
ー
は
「
仕
入
れ
税
額
控

除
」
が
で
き
な
く
な
り
、
新
た
に
預

か
り
消
費
税
分
を
納
税
す
る
必
要
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
益
法

人
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
は
収
益
相
承
が

原
則
で
新
た
な
税
負
担
の
財
源
が
あ

り
ま
せ
ん
。
新
た
な
税
負
担
は
セ
ン

タ
ー
運
営
上
の
死
活
問
題
に
繋
が
り

ま
す
。
　
　

　
委
員
会
審
査
の
中
で
は
消
費
税
の

不
公
平
感
を
認
識
す
る
中
で
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
意
義
と

大
切
さ
を
確
認
し
、
意
見
書
を
採
択

し
て
関
係
機
関
に
送
付
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
委
員
会
報
告
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

１
、
振
興
作
物
栽
培
者
支
援
事
業

（
農
業
機
械
購
入
補
助
）
に
つ
い
て

（
３
０
０
万
円
）

　
１
機
３０
万
円
以
上
の
農
業
機
械
購

入
に
つ
き
、購
入
額
の
１０
分
の
３（
認

定
農
業
者
は
１０
分
の
５
）
の
率
で
最

大
５０
万
円
の
補
助
が
出
ま
す
。
現
在
、

１０
件
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

今
後
申
請
件
数
が
増
え
る
場
合
、
補

正
予
算
に
て
対
応
し
ま
す
。
申
請
希

望
の
方
は
、
５
月
広
報
を
確
認
ま
た

は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
、
湯
っ
た
り
〜
な
昼
神
改
修
工
事

に
つ
い
て　
　
　
（
１
２
０
万
円
）

　
湯
っ
た
り
〜
な
昼
神
施
設
の
排
水

管
が
老
朽
、
不
具
合
発
生
に
伴
い
、

４
月
中
旬
に
仮
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

様
子
を
観
察
す
る
中
で
、
恒
久
対
策

を
行
い
ま
す
。

３
、
薪
置
き
場
施
設
資
材
費
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ち
森
に
よ
り
、
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

農
業
施
設
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
、
村
内

支
障
木
を
活
用
す
る
事
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
火
力
の
安
定
化
を
行
う

た
め
、
薪
置
き
場
に
屋
根
を
設
置
し

ま
す
。
薪
の
青
空
市
・
原
木
の
販
売

等
、
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

４
、
林
道
維
持
修
繕
工
事
費
（
林
道

大
谷
霧
ケ
原
線
、
林
道
横
川
線
路
肩

崩
落
、
林
道
弓
の
又
線
）
に
つ
い
て

（
３
０
０
万
円
）

　
林
道
弓
の
又
線
（
智
里
西
地
区
と

浪
合
地
区
を
結
ぶ
林
道
）
が
、
令
和

３
年
７
月
全
線
開
通
に
伴
い
、
今
後

の
林
道
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
県
か

ら
阿
智
村
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
複
数
箇

所
、
大
規
模
な
道
路
崩
壊
が
発
生
し

ま
し
た
。
今
回
、
更
な
る
崩
壊
を
防

ぐ
た
め
に
、
暫
定
修
繕
策
と
し
て
、

横
断
側
溝
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

せ
っ
か
く
開
設
し
て
い
た
だ
い
た
林

道
が
、
今
後
有
効
活
用
で
き
る
か
が

心
配
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
の

維
持
管
理
費
に
よ
る
財
政
へ
の
圧
迫

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

５
、
中
の
瀬
住
宅
改
修

工
事
に
つ
い
て

　
　
（
３
０
０
万
円
）

　
浪
合
中
の
瀬
住
宅
が
長
年
の
使
用

で
、
内
外
装
の
劣
化
、
台
所
、
ト
イ

レ
等
の
水
回
り
の
痛
み
が
あ
り
、
改

修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。
早
期
に

改
修
を
行
い
、
住
宅
不
足
解
消
、
移

住
促
進
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
事
業
内
容
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て
は
認
め
ま
し
た
。

５０
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

に
つ
い
て

　
令
和
４
年
６
月
の
文
書
配
布
に
て

村
内
周
知
を
図
り
ま
す
。

・
プ
レ
ミ
ア
率
　
５０
％

・
販
売
限
度
額
　
お
一
人
様
　
１
冊

　
１
万
円
（
千
円
券
１５
枚
綴
）

・
販
売
期
間
　
令
和
４
年
８
月
１
日

　
〜
８
月
３１
日

・
使
用
期
間
　
令
和
４
年
８
月
１
日

　
〜
令
和
５
年
１
月
３１
日

・
購
入
対
象
者　

村
民
限
定

　
プ
レ
ミ
ア
ム
５０
％
（
５
千
円
分
）

を
村
が
負
担
し
ま
す
。

（
ご
不
明
な
点
、
詳
細
等
確
認
し
た

い
方
は
、
阿
智
村
商
工
会
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。

春
日
中
関
下
分
譲
宅
地
の
募
集
状
況

に
つ
い
て
の
報
告

　
分
譲
４
区
画
に
対
し
、
６
名
の
応

募
が
あ
り
、
４
名
の
購
入
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。
抽
選
に
外
れ
た
２
名
の

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
定
住
に
つ

な
が
る
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
支
援
事
業
実
施
中

農
業
機
械
購
入
時
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
中
で
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
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・
リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

熊
谷
恒
雄

・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

井
原
敏
喜

・
委
員　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
義
文

・
委
員　
　
　
　
　
　
　

唐
沢
浩
平

　

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
３
月
に
村
内
５
か
所
の
里
山
整
備

利
用
地
域
の
方
々
と
合
同
懇
談
会
を

行
い
、
里
山
整
備
の
多
様
性
を
理
解

し
あ
う
と
共
に
、
活
動
の
特
色
や
成

果
を
学
び
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多

様
性
の
あ
る
中
に
も
共
通
し
て
抱
え

て
い
る
課
題
も
あ
り
、
解
決
に
向
け

て
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
懇
談
の
中
で
、
森
林
に
関
わ
る
活

動
を
し
て
い
る
各
組
織
が
互
い
の
強

み
を
生
か
し
、
弱
み
を
支
援
し
あ
う

連
携
し
た
活
動
を
進
め
て
い
く
方
法

に
つ
い
て
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
　

　
６
月
末
に
里
山
整
備
利
用
地
域
の

方
々
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ち
森
に
加

え
、
当
分
科
会
と
建
設
農
林
課
林
務

担
当
者
と
の
合
同
懇
談
会
を
行
い
、

森
林
に
関
わ
る
各
団
体
が
今
後
で
き

る
連
携
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

・
リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

小
林
義
勝

・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

井
原
光
子

・
委
員　
　
　
　
　
　
　

吉
田
哲
也

・
委
員　
　
　
　
　
　
　

吉
村
金
利

　

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
先
般
村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
「
阿
智
村
移
住
定
住
問

題
の
研
究
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
デ
ー
タ
化
作
業
は
完
了
し
、
現
在

は
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
分
析
を
行
う
た
め
の
分
類
と
し
て
、

☆「
阿
智
村
第
６
次
総
合
計
画
」
に
沿

っ
て
、
基
本
目
標
５
分
類
、
施
策
大

綱
２６
分
類
に
し
ま
し
た
。
分
類
内
容

の
見
え
る
化
を
行
う
た
め
、
分
類
デ

ー
タ
の
数
値
化
、
グ
ラ
フ
化
を
行
い

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
個
々
に
、
分
類
デ
ー
タ

か
ら
、
デ
ー
タ
分
析
・
コ
メ
ン
ト
・

提
言
を
ま
と
め
、
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
分
類
の
全
体
像
と
し
て
、「
阿
智
村

の
強
み
」
は
、
自
然
環
境
の
良
さ
、

昼
神
温
泉
に
、
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

「
弱
み
」
は
労
働
環
境
、
交
通
環
境

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
「
重
視
す
る
こ
と
」
は
、
半
数
以

上
が
、
く
ら
し
・
生
き
が
い
・
協
働

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
転
入
者
に
と
っ
て
、
定
住
後
の
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
定

住
す
る
鍵
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
望
む
も
の
」
は
、
転
入
者
は
、

地
域
で
は
ぐ
く
む
子
育
て
支
援
等
を

望
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み

　
メ
ン
バ
ー
個
々
の
分
析
結
果
を
分

類
項
目
ご
と
に
ま
と
め
、
ま
と
め
た

結
果
を
再
度
、
住
民
に
お
示
し
し
懇

談
を
行
う
中
で
、
住
民
目
線
を
考
慮

し
た
提
言
を
め
ざ
し
、
取
り
組
み
ま

す
。

・
リ
ー
ダ
ー　
　
　
　

田
中　

真
美

・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　

大
嶋　

正
男

・
委
員　
　
　
　
　
　

櫻
井　

久
江

・
委
員　
　
　
　
　
　

佐
々
木
幸
仁

　

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
昨
年
度
、
村
診
療
所
の
あ
り
方
に

政
策
検
討
委
員
会

つ
い
て
☆「
保
健
医
療
審
議
会
」
か

ら
出
さ
れ
た
答
申
を
受
け
て
、
今
後

の
地
域
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
中
で
村
長
を
交
え
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
は
、
永
続
的
な
医
師
の

確
保
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
医
師

の
派
遣
な
ど
、
村
民
の
安
心
安
全
を

守
る
診
療
所
と
な
る
よ
う
提
案
し
ま

し
た
。

　
医
療
機
器
の
整
備
や
診
療
所
へ
の

交
通
手
段
な
ど
課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
共
通
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み

　
今
年
度
は
阿
智
村
版
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
「
健
康
福
祉
施

設
の
在
り
方
」
に
関
す
る
審
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
各
種
の
計

画
策
定
な
ど
に
反
映
さ
れ
る
福
祉
施

策
の
足
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
福
祉
施
設
と
の
懇
談

で
お
聞
き
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
先

進
地
の
視
察
を
行
い
提
言
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
が
各
分
科
会
の
活
動
報
告
で

す
。

　
今
後
、
９
月
の
政
策
提
言
に
向
け

て
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」分
科
会

「
定
住
促
進
」
分
科
会

「
医
療
福
祉
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」分
科
会
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補
正
予
算
第
1
号

☆

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託
料
30
万
円

Ｑ
　
委
託
内
容
は
。

Ａ
　
今
後
の
リ
ニ
ア
工
事
に
関
連
し

て
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る
こ

と
を
考
慮
し
、
そ
の
時
々
に
お
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

【
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ま
し
た
】

対
策
室
長
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
室
長
設
置
に
関
す
る
考
え
方
は
。

Ａ
　
リ
ニ
ア
対
策
室
の
室
長
を
、
民

間
か
ら
の
派
遣
と
し
て
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
は
、
相

手
先
の
身
分
の
ま
ま
と
な
る
こ
と
、

ま
た
こ
ち
ら
か
ら
の
要
望
と
い
う
こ

と
を
踏
ま
え
給
与
等
に
つ
い
て
負
担

金
と
し
て
支
払
う
も
の
で
す
。

Ｑ
　
外
部
か
ら
の
☆

招
へ
い
の
意
図

は
。

Ａ
　
民
間
の
新
し
い
風
を
入
れ
る
中

で
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
や
調
整
、
ま
た
地

元
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
対
応
や

調
整
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
庁
内
に

お
い
て
も
、
室
長
の
立
場
と
と
も
に
、

横
断
的
な
対
応
を
す
る
チ
ー
ム
の
中

心
と
し
て
の
職
務
を
担
っ
て
い
た
だ

く
考
え
で
す
。

Ｑ
　
現
在
の
地
元
の
方
々
の
思
い
は
、

関
連
工
事
や
残
土
置
き
場
の
候
補
地

で
あ
る
、
ク
ラ
ラ
沢
の
安
全
性
に
つ

い
て
で
あ
り
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
て

い
る
か
。

Ａ
　
安
全
性
の
確
認
は
、
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
し
慎
重
に
進
め
ま
す
。

Ｑ
　
内
部
か
ら
の
抜
擢
や
県
か
ら
の

派
遣
は
検
討
さ
れ
た
か
。

Ａ
　
検
討
は
し
た
が
、
庁
内
の
人
員

と
の
兼
ね
合
い
、
ま
た
県
に
お
い
て

も
コ
ロ
ナ
対
応
等
で
余
裕
が
な
い
と

の
こ
と
、
ま
た
民
間
の
土
木
関
係
の

人
材
に
つ
い
て
も
打
診
し
て
み
た
が
、

専
門
的
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
人

が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
金
融
機
関
か

ら
紹
介
が
あ
り
進
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
外
部
か
ら
の
招
へ
い
に
つ
い
て
、

村
の
要
綱
は
あ
る
の
か
。
地
方
自
治

体
に
お
い
て
は
、
人
事
交
流
等
に
つ

い
て
の
決
め
が
な
い
と
思
う
が
。

Ａ
　
協
定
書
に
よ
り
締
結
し
て
い
く

考
え
で
す
。
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、

県
や
国
に
確
認
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
の
決
め
の
中
で
進
め
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
旨
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
こ
の
重
要
な
部
署
に
つ
い
て
、

金
融
機
関
か
ら
の
登
用
で
回
っ
て
い

く
の
か
。

Ａ
　
違
っ
た
感
覚
で
の
職
務
の
遂
行

は
、
人
と
の
交
渉
や
寄
り
添
う
と
い

う
部
分
で
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
村
長
・
副
村
長
も
カ
バ
ー
し

な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

意
見　
地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求

め
て
い
る
が
、
個
々
の
家
庭
を
訪
問

し
同
意
を
求
め
て
い
る
と
の
話
し
が

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
進
め
方
は
良
く

な
い
。
公
に
し
て
、
住
民
全
体
を
対

象
と
し
た
懇
談
会
を
開
く
べ
き
。

【
そ
の
後
、
☆

追
加
案
件
で
補
正
予

算
第
2
号
と
し
て
派
遣
職
員
給
与
費

等
負
担
金
６
5
1
万
３
千
円
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
】

【
ま
た
、
こ
の
補
正
予
算
審
議
前
に
、

清
内
路
自
治
会
と
１
│
２０
号
線
地
権

者
・
利
用
者
の
会
か
ら
、
村
と
議
会

に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
】

要
望
書
の
主
な
内
容

リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
は
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
伴
う
発
生
土
問
題
に
対
し
て

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を

す
る
こ
と
が
最
大
の
責
務
。
今
回
の

室
長
の
考
え
方
は
地
元
と
し
て
受
け

入
れ
が
た
い
。
地
域
の
実
情
を
熟
知

し
て
い
る
村
職
員
、
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
長
野
県
職
員
等
で
、
か
つ
住

民
に
寄
り
添
え
る
人
の
選
任
を
。

【
そ
の
後
、
2
日
間
に
わ
た
り
審
議

し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
地
元
と

村
の
懇
談
会
の
状
況
を
見
る
中
で
判

断
す
る
こ
と
と
し
、
６
月
定
例
会
は

延
会
と
な
り
ま
し
た
】

【
７
月
５
日
に
村
と
清
内
路
地
区
住

民
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
、
人
事
に

対
す
る
不
安
、
要
望
書
の
内
容
等
、

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
】

　
議
会
は
こ
の
懇
談
会
を
傍
聴
し
、

７
月
６
日
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
全
議
員
が
考
え
を
出
し
検
討
す

る
中
で
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を

出
す
た
め
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、☆
賛
成
３
名
・
反
対
７
名

に
よ
り
、
補
正
予
算
第
２
号
は
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
反
対
理
由
と
し
て

「
住
民
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

リ
ニ
ア
対
策
室
の
室
長
に
係
る
、補
正
予
算
第
２
号

（
派
遣
職
員
給
与
費
等
負
担
金
６
５
１
万
３
千
円
）は

５
回
に
わ
た
る
慎
重
審
議
の
結
果
、否
決
と
す
る
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問
　
☆

計
画
策
定
の
な
か
で
み

え
た
阿
智
村
の
現
状
は
。

長
谷
川
協
働
活
動
推
進
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
か

ら
、
ま
だ
ま
だ
男
性
優
遇
と
感

じ
る
方
が
多
い
状
況
で
す
。
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
に
対
し
て

意
識
改
革
は
進
ん
で
き
て
い
ま

す
が
、
不
平
等
は
な
い
の
で
本

計
画
に
取
り
組
む
必
要
は
な
い

と
の
回
答
も
一
定
数
あ
り
ま
す
。

問
　
具
体
的
課
題
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
子
育
て

を
支
え
る
社
会
基
盤
や
働
き
や

す
い
職
場
の
必
要
性
、
地
域
で

の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
や
セ

ク
ハ
ラ
、
政
策
決
定
の
場
へ
の

女
性
参
加
の
少
な
さ
、
誰
も
が

様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
課
題
で
す
。

問
　
消
防
団
活
動
に
対
し
て
多

く
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
住
民

参
加
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

村
長
　
６
次
総
後
期
計
画
の
見

直
し
に
あ
わ
せ
て
、
仕
事
・
家

庭
と
両
立
で
き
る
活
動
と
な
る

よ
う
開
催
の
方
向
で
進
め
ま
す
。

問
　
課
題
の
共
有
が
重
要
だ
と

感
じ
る
が
、
本
計
画
の
周
知
は

ど
う
進
め
る
の
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
概
要
版

を
５
月
に
配
布
済
、
９
月
頃
に

報
告
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
に
あ
る
集
落
単
位
で
の

学
習
機
会
な
ど
具
体
的
な
取
り

組
み
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
が

周
知
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
ま
ず
は

住
民
周
知
を
優
先
し
、
５
年
間

の
計
画
の
中
で
企
業
に
対
し
て
も

効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
今
年
度
の
事
業
計
画
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
庁
内
の

体
制
づ
く
り
、推
進
検
証
委
員
会

の
設
置
、住
民
向
け
学
習
会
の
開

催
な
ど
で
土
台
作
り
を
行
い
ま
す
。

問
　
住
民
と
と
も
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
学
習
会

や
検
証
委
員
会
で
の
住
民
意
見

を
反
映
さ
せ
て
、
時
代
に
沿
っ
た

活
動
と
な
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

問
　
阿
智
村
の
目
指
す
姿
は
。

村
長
　
本
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

は
大
変
「
阿
智
ら
し
い
」
も
の

と
感
じ
ま
す
。
行
政
と
住
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
進
め
ま
す
。

問
　
☆

清
内
路
の
伝
統
野
菜
の

課
題
は
何
か
。

山
口
総
務
課
長
　
種
子
の
保
存

の
体
制
が
弱
い
こ
と
に
加
え
、

従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
栽
培

者
の
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
の
減

少
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生
、

鳥
獣
被
害
、
品
種
の
保
護
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
　
高
齢
化
と
有
害
鳥
獣
被
害

に
よ
る
作
り
手
不
足
の
問
題
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
　
　
　

総
務
課
長
　
鳥
獣
被
害
は
農
業

を
継
続
す
る
う
え
で
大
き
な
課

題
で
す
。
猟
友
会
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
浪
合
地
区

の
活
動
も
大
変
参
考
に
な
る
の

で
、
良
い
事
例
と
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
高
齢
化
に
つ
い
て

は
深
刻
な
課
題
で
あ
り
解
決
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統

野
菜
保
存
会
と
相
談
し
、
種
子

の
販
売
や
栽
培
技
術
の
伝
承
な

ど
振
興
室
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

問
　
清
内
路
地
区
の
枠
を
超
え

て
、
村
内
地
区
で
作
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
伝
統
野
菜
と
呼
称

す
る
た
め
に
は
清
内
路
地
区
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
あ
り
ま
す
。
「
長
野
県
の
伝

統
野
菜
」
に
認
定
さ
れ
る
た
め

に
は
、
以
前
か
ら
こ
の
地
区
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
栽

培
に
取
り
組
む
生
産
者（
組
織
）

が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

問
　
種
子
の
保
存
に
つ
い
て
今

後
の
管
理
の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
地
元
の
保
存
会
が

中
心
と
な
る
中
で
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
た
だ
く
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　

問
　
「
信
州
の
伝
統
野
菜
サ
ミ

ッ
ト
」
を
阿
智
村
で
開
催
し
た

ら
ど
う
か
。

村
長
　
県
内
で
８１
種
類
の
伝
統

野
菜
が
あ
り
ま
す
が
、
１
地
区

で
５
種
類
を
保
有
し
て
い
る
清

内
路
は
、
県
内
で
は
本
村
の
み

で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
わ
け

で
す
。
大
変
貴
重
な
資
源
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
信
州
伝

統
野
菜
サ
ミ
ッ
ト
は
た
い
へ
ん

面
白
い
企
画
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

男女共同参画実現に向けて課題の共有が重要ではないか

面白い企画であると思います

今年度、まずは住民周知と体制づくり、                         
9月に報告会実施、集落単位での学習機会を設けます

「信州の伝統野菜サミットin阿智」を提案します

☆

田
中
真
美

唐
澤
浩
平
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問
　
☆

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
見
直
し
が
判
明
し
た

今
、
村
は
ど
う
考
え
る
か
。

村
長
　
こ
の
見
直
し
は
「
５
年

に
一
度
水
張
（
水
稲
作
付
け
）

を
行
わ
な
い
と
交
付
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
る
」
が
主
な
と
こ
ろ

で
、
農
家
の
理
解
が
得
ら
れ
に

く
い
と
考
え
ま
す
。
今
か
ら
ど

う
対
応
す
る
か
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
等
と
相
談
し
検
討
す
る
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
村
は
制
度
を
活
用
し
農
産

物
特
産
化
を
進
め
て
き
た
が
、

現
状
水
張
は
困
難
で
あ
る
。
交

付
金
が
な
く
な
れ
ば
作
付
け
を

諦
め
て
し
ま
う
。
国
へ
再
度
の

見
直
し
要
望
を
し
な
い
の
か
。

村
長
　
こ
の
件
は
全
国
的
な
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。
　☆「
南
信

州
農
業
再
生
協
議
会
」
で
課
題

を
集
約
し
、
出
さ
れ
た
意
見
等

は
県
に
報
告
、
国
で
検
討
さ
れ

る
予
定
で
す
。
何
ら
か
の
見
直

し
や
、
農
業
継
続
の
新
た
な
仕

組
み
を
考
え
国
へ
要
望
を
上
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
肥
料
、
飼
料
と
も
過
去
最

高
価
格
に
な
る
が
農
家
支
援
の

考
え
は
な
い
か
。
飯
田
市
で
は

独
自
に
支
援
を
打
ち
出
し
た
が
。

村
長
　
物
価
高
騰
は
農
家
に
限

っ
て
で
は
な
い
と
捉
え
今
回
は

村
民
一
律
１
万
５
千
円
の
商
品

券
給
付
を
実
施
し
ま
す
。
今
後

も
し
農
業
者
団
体
よ
り
大
き
な

声
と
な
れ
ば
何
ら
か
必
要
と
考

え
て
は
い
ま
す
。

問
　
消
費
税
に
関
す
る
☆

イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
令
和
５
年
１０
月

発
動
さ
れ
産
業
振
興
公
社
に
お

い
て
は
影
響
を
受
け
る
と
思
う

が
、
今
後
の
対
応
と
方
針
は
ど

う
考
え
る
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
り
公
社
は
適
格

請
求
書
発
行
業
者
と
し
て
登
録

申
請
が
必
要
で
あ
り
基
本
的
に

は
出
荷
者
も
同
様
で
す
。
公
社

が
全
て
消
費
税
を
持
つ
と
現
段

階
で
年
３
〜
４
０
０
万
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
両
者
と
も
今

後
特
例
や
税
の
掛
か
ら
な
い
方

法
を
考
慮
し
検
討
と
思
い
ま
す
。

村
長
　
一
般
に
は
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
で
す
の
で
顧
問

税
理
士
と
相
談
し
、
村
民
が
惑

わ
な
い
よ
う
に
広
報
掲
載
に
よ

る
周
知
や
必
要
に
応
じ
説
明
会

等
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問
　
昼
神
温
泉
、
商
工
業
の
固

定
資
産
税
額
は
。

熊
谷
出
納
室
長
　
昼
神
５
６
０

０
万
円
、
商
工
業
６
１
０
０
万

円
で
す
。

問
　
令
和
３
年
度
、
各
企
業
の

代
表
者
の
方
々
と
の
、
懇
談
実

績
は
。

村
長
　
令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
商
工
会
役
員
会
、

各
部
会
活
動
を
通
し
要
望
書
を

頂
き
、
予
算
に
反
映
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
予
算
に
は
反
映
済
。
ま
た

活
動
の
議
事
録
は
商
工
会
が
所

持
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
取

り
寄
せ
し
、
開
示
は
可
能
で
す
。

問
　
行
政
は
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
に
向
け
、
戦
略
的
な
商

工
業
振
興
整
備
を
行
う
と
共
に
、

今
後
、
ど
う
牽
引
し
て
い
く
の

か
。

村
長
　
商
工
会
は
経
済
団
体
で

あ
り
、
意
見
を
ま
と
め
、
村
に

政
策
提
案
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
手
厚
い
支
援
を
行

い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
田
南
バ
イ
パ
ス
他
、
道
路
整

備
に
つ
い
て
、
国
、
県
と
一
緒

に
な
っ
て
経
済
が
潤
う
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
企
業
か

ら
の
意
見
要
望
が
出
せ
る
よ
う
、

胆
に
命
じ
、
対
応
し
ま
す
。

問
　
課
題
①
村
内
に
入
居
で
き

る
ア
パ
ー
ト
が
無
い
。
課
題
②

村
道
が
狭
く
物
流
に
支
障
。
課

題
③
工
場
団
地
誘
致
整
備
不
充

分
。
課
題
④
村
内
企
業
が
村
外

へ
進
出
。
等
に
対
す
る
取
組
み

や
働
き
か
け
は
。

村
長
　
課
題
①
民
間
経
営
者
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。
課
題
②
年

度
切
り
替
え
時
に
、
解
決
に
向

け
飯
田
市
と
話
し
合
い
ま
す
。

課
題
③
☆

路
線
評
価
額
で
、
地

権
者
と
交
渉
し
、
候
補
地
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

問
　
事
業
計
画
及
び
評
価
書
の

商
工
業
振
興
事
業
は
１
ペ
ー
ジ

の
み
で
あ
り
、
見
直
し
が
必
要

で
は
。

村
長
　
住
民
に
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
計
画
書
作
り
を
行
い
ま

す
。

国へ要望を上げ、必要に応じ支援を考えていきます

全ての消費税を持つと３００～４００万円の負担となります

水田活用の直接支払交付金の見直しと、肥料、飼料の高騰に対する農家支援について村の考えは

消費税に関する「インボイス制度（適格請求書）」開始による産業振興公社への影響は

住民が分かる、事業計画、評価書作成を行います

振興に向けた事業は商工会を核とし、それぞれの団体で取り組んでおり、行政に政策提言する仕組みとなっています

商工業振興事業について

村の歳入に大きく寄与している商工業の、振興策見える化、働く場確保に向けた環境整備は

吉
村
金
利

小
林
義
勝
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問
　
村
内
居
住
の
新
規
学
卒
者

を
雇
用
し
た
企
業
へ
の
支
援
の

計
画
は
。

村
長
　
村
内
企
業
へ
の
支
援
は
、

長
い
目
で
見
な
が
ら
、
ま
た
、

事
業
者
の
皆
様
と
懇
談
す
る
中

で
ご
要
望
が
あ
れ
ば
考
え
ま
す
。

ま
ず
は
、
学
卒
者
に
残
っ
て
も

ら
う
、
戻
っ
て
も
ら
う
よ
う
な

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

問
　
後
期
高
齢
者
健
診
の
、
対

象
者
へ
の
周
知
と
健
診
の
実
施

状
況
は
。

山
本
民
生
課
長
　
７５
歳
以
上
の

方
に
意
向
調
査
を
行
い
、
希
望

者
へ
受
信
票
を
送
付
し
て
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
受
診
率

は
低
い
状
況
で
し
た
。
現
在
は

希
望
者
の
み
に
受
診
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

問
　
健
診
を
活
か
す
た
め
の
取

り
組
み
と
今
後
の
予
定
は
。

民
生
課
長
　
健
診
で
は
、☆
フ
レ

イ
ル
状
態
に
あ
る
方
に
、
個
別

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
医
療
機
関
で
受
診
し
た

方
に
つ
い
て
も
、
連
絡
票
な
ど

を
活
用
し
て
、
保
健
師
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
作
る
予
定
で
す
。

問
　
フ
レ
イ
ル
予
防
策
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

村
長
　
高
齢
者
の
み
の
取
り
組

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
百
年

時
代
を
活
動
的
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
体
づ
く
り
を
目
指
し
、

予
防
策
を
強
化
し
て
い
く
所
存

で
す
。

問
　
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援

制
度
に
つ
い
て
本
村
の
現
状
は
。

櫻
井
環
境
課
長
　
村
が
行
う
高

齢
者
向
け
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

環
境
課
長
　
単
に
廃
棄
物
の
処

理
に
と
ど
め
ず
、
多
く
の
課
題

を
考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
す
る

こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
や
体
の
不
自
由
な
方
に

対
し
て
新
た
な
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
。

村
長
　
地
区
に
応
じ
た
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、

高
齢
者
に
対
応
す
る
廃
棄
物
処

理
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い

け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
対
策
室
の
室
長
は

な
ぜ
庁
内
か
ら
の
登
用
で
な
く
、

外
部
か
ら
の
招
へ
い
な
の
か
。

村
長
　
４
月
１
日
か
ら
機
構
改

革
し
ま
し
た
。
現
在
コ
ロ
ナ
の

多
額
な
補
助
金
の
対
応
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
や
昨
年
の
災
害

対
応
等
仕
事
は
逼
迫
し
て
き
て

い
ま
す
。
外
部
か
ら
専
門
的
に

や
っ
て
く
れ
る
方
と
考
え
、
庁

内
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
考
え

ま
し
た
。

　
外
部
か
ら
来
る
こ
と
に
よ
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
職
員
が
知
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。

問
　
今
回
村
で
は
一
般
職
と
し

て
採
用
し
て
課
長
職
の
待
遇
を

考
え
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い

る
が
、
以
前
で
あ
れ
ば
公
務
員

法
の
復
職
を
禁
じ
た
部
分
に
触

れ
る
わ
け
だ
が
、
村
例
規
集
、

一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、

職
員
の
試
験
に
関
す
る
条
例
、

職
員
の
服
務
に
関
す
る
条
例
な

ど
あ
る
が
、
仮
に
採
用
さ
れ
た

と
し
て
派
遣
元
の
身
分
と
阿
智

村
で
の
身
分
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

村
長
　
平
成
１２
年
３
月
に
施
行

さ
れ
た
「
国
と
民
間
企
業
の
人

事
交
流
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
地

方
公
共
団
体
に
は
こ
う
い
う
規

制
が
細
か
く
整
備
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
相
手
企
業
と
協
定
書
の

締
結
に
よ
り
、
継
続
型
の
「
交

流
採
用
」
と
し
て
受
け
入
れ
る

も
の
で
す
。

問
　
村
例
規
集
に
職
員
採
用
の

競
争
試
験
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

今
回
は
こ
の
試
験
は
フ
リ
ー
パ

ス
な
の
か
。

山
口
総
務
課
長
　
今
回
の
採
用

は
職
員
の
採
用
で
は
な
く
、

「
人
事
交
流
」
と
い
う
こ
と
で

採
用
に
な
り
ま
す
。
一
般
職
員

の
採
用
と
は
違
い
ま
す
。

　
服
務
的
に
は
村
の
規
定
に
従

っ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
に
よ

り
給
料
を
支
払
っ
て
村
は
そ
こ

へ
負
担
金
と
し
て
支
払
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リニア対策室と今後の取り組みについて
人事交流ということで採用し一般職員の採用とは違います

高齢者に対応する廃棄物処理の方策について考えていきます

ゴミ出しが困難な高齢者に対して
                   新たな支援が必要と考えるが

井
原
敏
喜

大
嶋
正
男
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「昼神温泉リニア新時代構想」のスケジュール感は
後期計画の中で財政計画も示し、令和10年度を目途に取り組む

問
　
☆

第
２
期
あ
ち
健
康
プ
ラ

ン
策
定
に
当
た
り
、
健
康
実
態

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
村
民
の

健
康
課
題
は
何
か
。

山
本
民
生
課
長
　
子
ど
も
期
の

特
徴
的
な
課
題
は
、
適
切
な
睡

眠
が
と
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
す
。

お
と
な
期
で
は
、
介
護
保
険
を

申
請
す
る
人
の
原
因
疾
患
で

す
。
５
年
前
は
男
女
と
も
認
知

症
が
一
位
で
あ
っ
た
の
が
、
今

回
は
、
男
女
と
も
筋
・
骨
格
系

疾
患
、
つ
ま
り
筋
肉
や
関
節
、

骨
な
ど
の
病
気
が
一
位
と
な
っ

た
こ
と
で
す
。

問
　
お
と
な
期
の
健
康
へ
の
対

策
は
。

民
生
課
長
　
筋
力
や
体
力
低
下
、

疲
れ
や
す
さ
や
活
動
量
の
低
下

な
ど
、
フ
レ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る

症
状
は
今
や
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
、
若
い
世
代
に
も
見
ら
れ

ま
す
。
第
２
期
は
若
い
世
代
か

ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
力
を
入

れ
、
人
生
百
年
時
代
を
活
動
的

に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
体
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
健
康
プ
ラ
ン
と
昼
神
温
泉

文
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長
　
村
民
の
健
康
づ
く
り
は

温
泉
の
あ
る
「
湯
っ
た
り
〜
な

昼
神
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
心

身
両
面
の
健
康
づ
く
り
を
目
指

し
、
出
湯
５０
周
年
を
期
に
、
村

民
全
員
で
温
泉
が
あ
る
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

問
　
☆

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ

ー
事
業
の
課
題
と
ゴ
ー
ル
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
新
栽
培

シ
ス
テ
ム
は
、
コ
コ
バ
ッ
ク
利

用
・
養
液
栽
培
な
ど
、
作
業
の

省
力
化
は
で
き
る
も
の
の
、
資

材
高
騰
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

栽
培
技
術
の
向
上
と
様
々
な
栽

培
品
目
の
試
行
な
ど
を
重
ね
、

次
世
代
の
農
業
ス
タ
イ
ル
の
一

つ
と
し
て
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

薪
ボ
イ
ラ
ー
は
、
供
給
の
準
備

は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一

日
４
回
の
薪
投
入
の
内
、
１
回

は
夜
中
に
投
入
が
必
要
で
課
題

に
な
り
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

細
か
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
重

油
の
削
減
量
や
二
酸
化
炭
素
発

生
量
削
減
な
ど
を
把
握
し
、
脱

炭
素
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
こ
の
一
年
間
の
「
昼
神
温

泉
リ
ニ
ア
新
時
代
戦
術
等
推
進

委
員
会
」
の
取
り
組
み
と
現
状

は
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ
て
い

た
、
湯
っ
た
り
〜
な
昼
神
と
鶴

巻
荘
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
中
心
に
、
６
回
の
委
員

会
と
１３
回
の
幹
事
会
を
行
っ
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
段

階
に
お
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

村
長
　
た
た
き
台
を
示
す
中
で

各
団
体
に
意
見
を
求
め
ま
し
た

が
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
基
本
的
な
部
分
や
方
向

性
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い

る
の
で
、
新
た
な
委
員
会
で
は

そ
こ
を
原
点
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
　
今
年
度
検
討
す
る
、
６
次

総
の
後
期
計
画
の
中
で
、
具
体

的
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

村
長
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
、

３
期
に
分
け
て
進
め
最
終
的
に

は
令
和
１０
年
度
を
目
途
に
取
り

組
み
ま
す
。
財
政
計
画
も
付
い

て
回
る
の
で
、
後
期
計
画
に
入

れ
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

問
　
昨
年
、
村
内
各
戸
に
村
も

関
わ
る
様
々
な
疑
問
を
つ
づ
っ

た
文
書
が
配
ら
れ
た
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
な
方

を
庁
内
に
配
置
し
、
過
去
の
経

過
や
内
容
に
つ
い
て
正
確
な
と

こ
ろ
を
抑
え
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
。

村
長
　
村
が
関
連
す
る
内
容
が

多
く
、
現
在
は
顧
問
弁
護
士
に

相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。
質
問
の
件
に
つ
い
て
も
相

談
し
ま
す
。

問
　
村
が
依
頼
し
て
い
る
文
書

配
布
、
委
託
し
て
い
る
除
雪
等

の
内
容
で
、
一
般
住
民
が
訴
訟

を
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
村
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
村

が
訴
え
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
考
え
る
。
責
任
の
所
在
を

含
め
、
相
談
に
乗
る
等
真
摯
な

姿
勢
で
対
応
さ
れ
た
い
。

村
長
　
責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
微
妙
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

関
連
す
る
部
分
が
あ
る
の
は
事

実
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
合
わ
せ
て
弁
護
士
に
相
談
し

ま
す
。

国保の医療費の第１位、介護保険の疾患第１位は、ともに「筋・骨格系の疾患」多くは運動不足が原因

林地残材をハウス栽培でボイラーのエネルギーとして利用し、二酸化炭素発生量削減をめざす挑戦！

若い世代からの運動習慣により１００歳まで活動的な生活を

農業と林業連携によるアグロフォレストリー事業のゴールは？

熊
谷
恒
雄

熊
谷
義
文
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他

問
　
会
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
、

阿
智
川
か
ら
の
越
流
で
水
が
つ

く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
水
が
つ

く
所
に
児
童
向
け
公
園
を
造
る

の
か
。

村
長
　
水
没
を
考
慮
し
造
り
ま

す
。

問
　
村
長
は
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア

新
時
代
戦
略
等
推
進
委
員
会
の

会
長
職
を
辞
し
た
。
そ
の
理
由

は
何
か
。

村
長
　
上
手
く
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
へ
の
責
任
で
す
。

問
　
後
藤
正
様
か
ら
の
一
億
円

の
ご
寄
付
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

後
藤
様
の
信
頼
に
答
え
て
い
る

と
思
う
か
。

村
長
　信
頼
に
は
答
え
て
い
ま
す
。

問
　
後
藤
様
の
ご
意
思
に
応
え

て
「
育
英
資
金
の
創
設
」
を
来

年
度
の
入
学
生
に
間
に
合
う
よ

う
、
制
度
化
さ
れ
る
の
か
。

村
長
　
現
在
そ
の
方
向
で
進
め

て
い
ま
す
。
現
場
の
皆
さ
ん
と

も
相
談
し
、
早
め
に
考
え
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長
に

招
へ
い
し
よ
う
と
し
て
い
る
金
融

機
関
の
職
員
が
今
の
役
場
職
員

よ
り
何
が
優
れ
て
い
て
、
ど
ん
な

高
度
な
知
識
や
優
れ
た
技
術
が

あ
り
、
現
在
の
職
員
に
代
え
が

た
い
識
見
が
あ
る
の
か
。
役
場

職
員
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か
。

村
長
　
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
て

ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
今
、
リ
ニ
ア
対
策
に
関
し

て
最
も
大
切
な
こ
と
は
安
心
安

全
性
の
確
保
だ
。
清
内
路
か
ら

こ
の
こ
と
に
対
す
る
不
安
の

『
要
望
書
』
が
提
出
さ
れ
た
が

そ
の
内
容
は
。

塩
澤
副
村
長
　
室
長
に
対
す
る

人
事
案
は
「
地
元
と
し
て
受
け

入
れ
が
た
い
」と
い
う
も
の
で
す
。

問
　
村
長
は
、
議
会
リ
ニ
ア
特

別
委
員
会
で
、
「
今
回
の
人
事

が
失
敗
な
ら
ば
、
責
任
を
取

る
」
と
発
言
し
た
。
責
任
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

村
長
　
職
を
賭
す
と
い
う
覚
悟

で
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

意
見
　
今
の
役
場
職
員
は
、
苦

情
や
悩
み
を
聞
き
、
住
民
に
寄

り
添
う
熱
意
と
姿
勢
は
金
融
機

関
の
職
員
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
。
リ
ニ
ア
室
長
を
庁
内
か
ら

確
保
で
き
な
い
こ
と
は
、「
な
い
」。

　
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、

昨
年
同
様
自
治
会
の
役
員
の
み
な
さ

ん
と
の
懇
談
会
を
、
５
月
中
旬
か
ら

６
月
初
旬
に
か
け
実
施
し
ま
し
た
。

例
年
の
予
算
議
決
の
報
告
な
ど
議
会

活
動
の
報
告
に
あ
わ
せ
、
特
に
自
治

会
５
カ
年
計
画
（
地
区
計
画
）
策
定

の
年
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い

て
各
自
治
会
役
員
の
み
な
さ
ま
の
お

考
え
を
伺
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。
懇
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
、

下
記
の
通
り
ま
と
め
ま
し
た
。

■
地
区
計
画
に
つ
い
て

•

地
区
計
画
策
定
は
、
専
門
家
が
い

る
わ
け
で
は
な
い
自
治
会
に
と
っ
て

重
い
課
題
で
あ
る
。
行
政
か
ら
も
支

援
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

•

人
口
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
考

え
て
い
く
。
小
さ
く
な
っ
て
い
く
自

治
会
で
も
心
豊
か
に
生
活
を
営
め
る

よ
う
考
え
て
い
く
。
最
低
限
の
診
療

所
、
学
校
、
公
共
交
通
は
確
保
願
う
。

自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
、
村
に
お
願

い
す
る
こ
と
を
わ
け
て
考
え
る
。

•

地
区
が
つ
く
っ
た
課
題
を
一
緒
に

考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
５
年
間
の
計

画
を
反
省
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
地
区

で
つ
く
っ
た
計
画
を
村
で
し
っ
か
り

反
映
し
て
ほ
し
い
。

•

地
区
計
画
を
検
討
す
る
中
で
、
人

口
減
少
と
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
部

落
の
再
編
を
考
え
て
い
る
。

■
こ
ん
な
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
学
校
閉
鎖
や
学

級
閉
鎖
に
な
っ
た
際
の
情
報
は
、
自

治
会
で
共
有
し
た
い
。

•

役
場
内
の
☆

リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク

が
甘
い
と
感
じ
る
。
弁
護
士
を
も
っ

と
活
用
す
る
等
体
制
を
整
え
る
べ
き
。

•

山
林
整
備
、
支
障
木
伐
採
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
る
べ
き
。
ま
た
、
農

地
に
対
す
る
支
障
木
処
理
や
環
境
整

備
に
対
す
る
補
助
制
度
が
必
要
。

•

防
災
士
の
資
格
研
修
は
た
い
へ
ん

有
益
。
村
も
資
格
取
得
の
補
助
や
講

習
会
の
実
施
等
で
支
援
を
。

•

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
入

団
拒
否
が
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
を

ど
う
す
る
か
。

　
ど
れ
も
今
後
の
阿
智
村
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
の
懇
談
会
は
従
来
の
形

で
行
い
た
い
も
の
で
す
。

（
議
長
　
吉
田
哲
也
）

民間のノウハウを取り入れたい

現場と相談し、早めに考えていく！

リニア整備対策室長になぜ金融機関の職員か

後藤育英基金の創設は

自
治
会
の
役
員
の

　
み
な
さ
ま
と
の

　
　
懇
談
会
に
つ
い
て

佐
々
木
幸
仁
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リ
ニ
ア
残
土
置
き
場
視
察
の
感
想

　
4
月
24
日
、
阿
智
村
議
会
で
は
、

発
生
土
置
き
場
と
な
っ
て
い
る
豊
丘

村
戸
中
・
本
山
の
２
か
所
、
発
生
土

利
用
と
し
て
、
大
鹿
村
大
西
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ろ
く
べ
ん
館
の
２
か
所
、
ま

た
、
今
後
発
生
土
置
き
場
が
農
地
利

用
さ
れ
る
飯
田
市
下
久
堅
と
３
地
区

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
お
り
、

傘
を
さ
し
て
の
視
察
で
し
た
が
、
説

明
し
て
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
皆

さ
ん
は
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
丁
寧
な

説
明
や
、
議
員
一
人
一
人
か
ら
の
質

問
に
わ
か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
☆「
ク
ラ
ラ
沢
」
発
生
土
置
き
場
候

補
地
に
つ
い
て
は
、
阿
智
村
議
会
と

し
て
も
卓
上
で
の
会
議
は
何
回
も
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
視
察
は

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
の
通
り
大
変
勉
強
に
な
り
、

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
す
で
に
発
生
土
置
き
場
と
し
て
決

ま
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
豊
丘

村
、
地
元
住
民
か
ら
の
要
望
で
盛
土

に
よ
る
農
地
の
再
生
が
進
め
ら
れ
る

飯
田
市
下
久
堅
地
区
、
実
際
に
盛
土

を
利
用
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車
場
に

な
り
地
域
振
興
が
進
ん
で
い
る
大
鹿

村
と
、
様
々
な
観
点
か
ら
発
生
土
置

き
場
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
阿
智
村
は
ど
う
し
た
い
の
か
、

ど
う
す
る
と
村
民
益
に
つ
な
が
る
の

か
を
、
清
内
路
地
区
の
皆
様
と
と
も

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ど
ん

な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
安
全
で
安
心

に
生
活
で
き
る
こ
と
が
第
一
だ
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
は
、
議
員
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
つ
た
め
に
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

井
原
　
光
子

雨
の
中
大
鹿
村
の
現
場
視
察

飯
田
市
下
久
堅
の
発
生
土
置
場
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　梅雨が早々に明けたかと思えば連日の猛暑。かと思えば梅雨が戻ったかのよ
うな連日の雨。こんな時は何かと体調を崩しやすいものです。心と身体の健康に
気を付けて、元気に過ごしましょう！
　さて、今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！　

おしえて！セイアくん！（仮）

☆（国民健康保険税）資産割とは　国民健康保険税の算定は、加入者の前年の所得に応じて算出する「所得割」、加入者
の固定資産税に応じて算出する「資産割」、加入者の人数に応じて算出する「均等割」、１世帯当たりの定額で算出する
「平等割」の合計で算定します。

☆専決（処分）とは　本来議会で議決しなければいけない案件について、時間的に議会の招集を待てないような場合に、
村長が意思決定することです。専決処分した場合、議会への報告が必要です。
☆（売買契約）「契約の締結」の報告　村の行う５，０００万円以上の工事や、７００万円以上の財産の取得（売買契約）は議
会への報告が必要になります。
☆延会とは　議会は本会議の開会時に会期（本会議を行う期間）を決めます。しかし、事情により会期中に全ての議題の
審議が終わらなかった場合、会期の延長（延会）を行うことができます。
☆要綱とは　村の基本的または重要な内部事務等を処理する上で統一的な処理を行うための内規（内部だけの指針）で
す。条例や規則とは異なり、法的な拘束力はありません。
☆阿智村第６次総合計画（６次総）とは　各地方自治体では、概ね１０年間の行政運営の指針となる計画を策定していま
す。阿智村では６回目の計画の５年目を迎えています。
☆保健医療審議会とは　村長の諮問（意見を求めること）により、村民の保健医療に関する事項について調査及び審議
する機関。昨年度は、村診療所のあり方について審議、答申を行いました。

☆（阿智村）男女共同参画（基本）計画とは　阿智村として男女共同参画社会を実現するために、今後どういう取り組み
をしていくかについて策定した計画です。昨年度計画を策定し、今年度から実施します。

☆水田活用の直接支払交付金とは　水田を活用した、戦略作物となっている麦や大豆、飼料用作物の生産に対して国か
ら直接交付金が支払われます。
☆（南信州）農業再生協議会とは　農業による経営所得の安定対策の推進とこれを円滑に実施することを目的として、
農業者の代表や農業委員会、村、各種農業関係団体により構成される協議会。
☆インボイス（適格請求書）制度とは　売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額を伝えるために適格請求書（イ
ンボイス）を作成、交付する制度です。適格請求書には適用税率や消費税額等の細かな記載が必要になります。
☆路線評価額（路線価）とは　道路１㎡当たりの評価額。相続税や贈与税を算出する際に近くの道路の路線価が用いられ
ます。
☆フレイルとは　「Frailty（虚弱）」の日本語訳で、健康な状態と要介護状態の中間で、身体的機能や認知能力の低下が見
られる状態。
☆第２期あち健康プランとは　すべての村民の生命と健康が守られる地域をみんなでつくり、一人ひとりが主体的に取
り組める健康づくりを推進する、阿智村健康増進食育計画である「あち健康プラン２１」の見直しを行った、新たな計画
のことです。
☆アグロフォレストリーとは　農業（Agriculture）と林業（Forestry）を組み合わせた造語。森林の管理をしながら、
その近くや間で農業を行う。日本語では、農林複合経営など。

☆清内路の伝統野菜とは　長野県では、県内各地に残る貴重な伝統野菜の中で、基準を満たしたものについて「信州の
伝統野菜」として認定しています。清内路地区では、「清内路かぼちゃ」「赤根大根」「清内路きゅうり」「清内路黄いも」
「清内路にんにく」の５種類が認定されています。

☆賛成３名・反対７名　定例会では賛成３名反対８名でした。委員会や全員協議会では、委員長と議長を除いた議員で
採決を行い、本会議では議長を除いた議員で採決を行います。このため、委員会と本会議の人数が異なっています。
☆男女共同参画（社会）とは　「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって社会のあらゆる分野における
活動に参画する機会を確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、
かつ、共に責任を担うべき社会」です。（男女共同参画社会基本法第２条）

☆コンサルタントとは　専門的な知識を持ち、企業や自治体の課題の解決や改善の手伝い、アドバイス等を行う仕事。
☆招へいとは　人を丁重な態度で招くこと。
☆追加案件とは　議会本会議の開会時に提出された案件とは別に、会期中（閉会日まで）に追加で提出された案件のこと。

☆リーガルチェックとは　契約書をビジネス目線だけでなく、法的な視点で検証・チェックすること。
☆クララ沢とは　清内路のリニア斜坑予定地の近くにある沢。斜坑の掘削で出た土を置く候補地となっています。

☆推挙とは　ある仕事に適当な人だとして、その地位につけるよう勧めること。≒推薦

☆議会全員協議会とは　議会の委員会には大きく分けて、総務課や民生課、教育委員会等の案件について審議、採決を
行う「総務常任委員会」と、商工観光課や建設農林課、環境課等の案件について審議、採決を行う「産業建設常任委員
会」と、全体の協議や調整の場である「全員協議会」があります。他にも、リニア工事について扱う「リニア特別委員会」、
政策提言を行う「政策検討委員会」、議会だよりの作成を行う「広報委員会」があります。

３

３

４

４

４

４

5

7

7

8
8
8

8

9

9

9

10

10

10

10

11

12

12

13
14

ページ 用語解説
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阿
智
村
議
会
は
決
算
議
会
（
９
月

議
会
）
の
前
に
、
前
年
度
の
村
の
事

業
に
つ
い
て
、
評
価
と
提
言
を
す
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
員
が
テ
ー
マ
と
し
た
い
事
業

を
２
つ
か
ら
３
つ
選
び
、
各
々
で
調

査
し
、
評
価
・
提
言
を
ま
と
め
る
も

の
で
、
村
が
毎
年
春
出
し
て
い
る

「
事
業
評
価
及
び
事
業
計
画
書
」
の

評
価
と
は
当
然
違
う
も
の
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
議
員
が
選
択
す
る
事
業
は
、
所
属

す
る
委
員
会
の
所
管
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
選
択
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
質
問
同
様
、
議
員
活
動
の

中
で
関
心
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
追

求
で
き
る
機
会
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
４
月
下
旬
に
テ
ー
マ
出
し
を
し
、

５
月
に
調
査
、
委
員
会
で
協
議
を
し

て
内
容
を
吟
味
し
、
全
員
協
議
会
で

確
認
し
た
上
で
、
６
月
議
会
会
期
中

に
、
自
治
会
懇
談
会
の
報
告
書
お
よ

び
村
へ
の
意
見
書
と
と
も
に
村
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
係
長
に
も
目
を
通
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
７
月
の
委
員
会

で
本
書
を
受
け
て
の
感
想
、
意
見
を

村
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
議
会
が
作
成
し
た
評
価
と
提
言
は

村
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.v
ill.a

c
h
i.lg
.jp
/

so
sh
ik
i/2
4
/r0
3
z
im
u
z
ig
y
o
u

h
y
o
u
k
a
.h
tm
l

議
長
　
吉
田
哲
也

　
参
院
選
中
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が

街
頭
演
説
中
に
銃
撃
さ
れ
、
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
卑
劣
な
行

為
に
は
強
い
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

再
び
増
加
に
転
じ
た
コ
ロ
ナ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
、
物
価
高
騰
、
猛
暑
に

加
え
、
自
然
災
害
も
懸
念
さ
れ
、
深

刻
さ
を
増
す
社
会
状
況
で
す
。

　
こ
こ
阿
智
村
に
お
い
て
も
、
毎
年

の
よ
う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
昨
年
７
月
豪
雨
で
は
、
伍

和
・
丸
山
地
区
で
の
家
屋
前
の
崩
落
、

駒
場
・
城
山
の
崩
落
等
が
発
生
。
昨

年
の
お
盆
に
は
、
村
内
各
地
が
ま
た

も
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
ま
し
た
。

　
気
象
庁
は
６
月
か
ら
、
集
中
豪
雨

を
も
た
ら
す
「
線
状
降
水
帯
」
の
発

生
を
、
半
日
前
を
め
ど
に
予
報
す
る

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
早
期

避
難
に
つ
な
げ
、
多
く
の
命
を
守
る

た
め
、
よ
り
予
測
精
度
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
近
年

の
雨
の
降
り
方
は
尋
常
で
あ
り
ま
せ

ん
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う

か
。
自
然
災
害
に
強
い
危
機
感
を
持

ち
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
さ

ら
に
加
速
化
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

井
原
　
敏
喜

議会による事務事業評価  

ご意見・ご感想を議会事務局まで
お寄せください。また、議会傍聴
にいらしてください。
。 電話（43－2220）

FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp

議　会
事務局

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/
★こちらもご覧ください。

　こちらからも
　内容をご覧
　いただけます。


